
 

 

学校番号 J3025 

令和５年度 【社会】科 

 

学年 3 週授業コマ数 4 授業時数(45 分)  標準授業時数(50 分) ○ 

使用教科書 東京書籍『新しい社会 歴史』、東京書籍『新しい社会 公民』 

副教材等 とうほう『みつけよう？と！ 歴史資料』、帝国書院『ライブ！現代社会 ２０２１』 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

歴史や社会の仕組みを、自分の言葉で説明するプレゼンテーションを通して、物事を自分の納得のい

くまで探求し、またその内容を相手にわかる言葉で表現する経験を積み、理解を深めると共に、コミ

ュニケーション力も身に付けてほしいと考えています。また、クラスメイトのプレゼンテーションを

聞き、質問を考えることを通して、与えられた情報を受け取るだけではなく、得た情報を自分の中で

整理して再構成する習慣をつけてほしいと思います。 

レポートでは、正解のない問いに対して、自分なりに真摯に考えているかを評価するので、「課題を

こなす」のではなく「自分事として考える」ことを意識して取り組んでください。 

また、日々の振り返りフォームや復習問題演習、単元テストを活用して、知識の定着を図るようにし 

 

２ 学習の到達目標 

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，

グローバル化する国際社会において主体的に生きると共に,  

平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な, 公民としての資質・能力の基礎を育成することを目

指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

【歴史】 

日本の歴史の大きな流れを，世

界の歴史を背景に各時代の特色

を踏まえて理解しているととも

に，諸資料から歴史に関する

様々な情報を効果的に調べまと

めている。 

 

【公民】 

個人の尊厳と人権の尊重の意

義，特に自由・権利と責任・義務

との関係を広い視野から正しく

認識し民主主義，民主政治の意

義，国民の生活の向上と経済活

動との関わり，現代の社会生活

及び国際関係などについて，個

人と社会との関わりを中心に理

解を深めているとともに，諸資

料から現代の社会的事象に関す

る情報を効果的に調べまとめて

いる。 

【歴史】 

歴史に関わる事象の意味や意義，

伝統と文化の特色などを，時期や

年代，推移，比較，相互の関連や

現在とのつながりなどに着目して

多面的・多角的に考察したり，歴

史に見られる課題を把握し複数の

立場や意見を踏まえて公正に選

択・判断したり，思考・判断した

ことを説明したり，それらを基に

議論したりしている。 

 

【公民】 

社会的事象の意味や意義，特色や

相互の関連を現代の社会生活と関

連付けて多面的・多角的に考察し

たり， 現代社会に見られる課題に

ついて公正に判断したり，思 考・

判断したことを説明したり，それ

らを基に議論したりしている。 

【歴史】 

歴史に関わる諸事象について，国

家及び社会の担い手として，より

よい社会の実現を視野にそこで見

られる課題を主体的に追究，解決

しようとしている。 

 

【公民】 

現代の社会的事象について，国家

及び社会の担い手として現代社会

に見られる課題の解決を視野に主

体的に社会に関わろうとしてい

る。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 歴

史 

・第一次世界大戦終結後から

第二次世界大戦まで 

 

・第二次世界大戦 

  

  

a： 世界大戦前後の政治の動き，

および文化の特色，社会の変化を

国際情勢を踏まえて理解してい

る。 

・冷戦の発生とその激化につい

て把握するとともに，日本の進路

が占領政策と冷戦の進行によっ

て大きな影響を受けたことを理

解している。 

b：世界大戦による被害の大きさ

やその反省から生じた世界の新

しい動きを読み取っている。 

・試験 

・小テス

ト 

・プレゼ

ンテーシ

ョン 

・振り返り

シート 

 

・授業で

の観察 

・振り返り

シート 



 

 

c：高度経済成長期以降の日本の

足取りと, 日本が国際社会のな

かで果たすべき役割を主体的に

追求し、理解しようとしている。 

・戦後の歴史 

 

 

a：現代社会をとらえる見方や考

え方の基礎として，「対立」と「合

意」，「効率」と「公正」などの

視点があることを，具体的な社会

生活と関連づけて理解している。 

・試験 

・小テス

ト 

・プレゼ

ンテーシ

ョン 

・振り返り

シート 

 

・授業で

の観察・

振り返り

シート 

２ 公
民 

・現代社会の見方・考え方 

・人権と日本国憲法 

・人権保障の考え方 

a：日本国憲法が基本的人権の尊

重，国民主権及び平和主義を基本

原則としていることについての

理解を深め，日本国及び日本国民

統合の象徴としての天皇の地位

と天皇の国事行為、国会と内閣の

仕組みについて理解している。 

b：民主政治のしくみのあらまし

やマスメディアの影響力，考え方

について複数の資料から読み取

り，主権者として政治に参加する

意義についてその意味や意義を

理解し、自身の考えを表現するこ

とが出来る。 

c:現代社会の政治にかかわる諸

事象について、これまでの学習を 

振り返りながら主体的に追究、 

解決しようとしている。 

・試験 

・小テス

ト 

・プレゼ

ンテーシ

ョン 

・振り返り

シート 

 

・授業で

の観察 

・振り返り

シート 
・現代の民主政治 

・国の政治のしくみ 

・地方自治の仕組み 

３ ・消費生活/生産と労働 

・市場経済の仕組みと金融 

・財政と国民の福祉 

a：暮らしと経済との関係，その

背景にある流通の役割について

理解している。また，消費者の権

利の重要性と，消費者の自立を支

援する消費者行政の意義や企業、

それらに関わる財政に関するこ

とについて理解している。 

b：経済のしくみついて複数の資

料から読み取り，自身の考えを表

現することが出来る。 

c:現代社会の経済にかかわる諸

事象について、これまでの学習を 

振り返りながら主体的に追究、 

解決しようとしている。 

・試験 

・小テス

ト 

・プレゼ

ンテーシ

ョン 

・振り返り

シート 

 

・授業で

の観察 

・振り返り

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        


